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【技術の名称】 

ATOMiKⅡ合成壁 

－山留め壁の形鋼材と後打ち鉄筋コンクリート壁

の合成からなる地下外壁－（改定） 
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【技術の概要】 

山留め壁の構造要素である形鋼材（H形鋼）と後打ち鉄

筋コンクリート壁を形鋼材のフランジ面に設けたシヤコ

ネクタによって一体化し、地下外壁として利用する技術

である。 

本構法の特徴は、適用する山留め壁の種類として、ソ

イルセメント壁の他に形鋼材を使用する親杭横矢板壁に

も適用できるとしていること、山留め壁と鉄筋コンクリ

ート壁との合成度については不完全合成の場合も対象と

していること、及びシヤコネクタに用いるスタッドと壁

配筋との相互の位置関係を制約していない点である。 

本技術は、平成13年7月3日に(財)日本建築総合試験所

建築技術性能証明 第01-06号として性能証明されたもの

であり、今回の改定では、合成壁の隅角部（合成壁と基

礎スラブあるいは基礎梁が交差する部分）の設計法を追

加するとともに、使用材料の範囲の変更および申請者が5

社より3社(内1社は社名変更)に変更となっている。また

名称はATOMiK合成壁からATOMiKⅡ合成壁となっている。 

 

【技術開発の趣旨】 

本技術は、従来、仮設としてのみ用いられている山留

め壁の構造要素である形鋼材を、後打ちの鉄筋コンクリ

ート壁と一体化した合成構造として地下外壁に利用する

ことにより、地下外壁の設計の合理化を図るとともに、

形鋼材の有効活用及び地下階空間の有効利用を図ろうと

するものである。 

 

【性能証明の内容】 

申込者が提案する「ATOMiKⅡ合成壁設計施工指針」に

基づいて設計・施工される合成地下壁は、その隅角部を含

んで合成構造としての一体性を保ち、土水圧などの側圧荷

重を受ける地下外壁として、本設計施工指針に提示されて

いる設計用耐力式の適用が可能な性能を有していると判

断できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

片持ち壁形式の適用例 
ソイルセメント壁

親杭横矢板壁

免震層

合成壁

合成壁ATOMiKⅡ 

合成壁 

構造実験写真 


